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長及び葉柄長に差はみられなかった。
1  は  し  め に

山形県の野菜の養液栽培はミニトマトやミツバを中心に

行われているが,その面積は1 73ha(平 成 6年)で ごくわ

ずかである。その要因として,本県は冬期低温寡日照であ

り,果菜類の栽培は経営的に不可能で,葉菜類でも冬期間

の栽培が困難であり,回転率が悪く経営的に難しいことが

あげられる。そこで,寒冷地型養液栽培として,本県に適

した葉菜類の栽培技術と経済性評価について試験を行った。

2試 験 方 法

養液栽培システムには,NFT型水耕プラント (東北パ

イオニア製)を利用し,培養液は循環式で,20℃から30℃

に管理した。栽培は暖房機を備えたガラス室で行い,冬期

間は10℃以上に加温した。育苗は,ウ レタンプロック (2

cm立方)に播種後.専用プール (水深 3m)で行い,本葉
2枚時の苗を水耕ベッドの発泡スチロール製パネル (115

cm× 55m,面積0612イ)の穴に直接定植し,以下の項目

について試験を行った。

{1)適応する品種の選定

供試品種 :ち ょうほう菜,みそめちぢみ菜,千宝菜,み

こま菜,ア ートグリーン,パーマグリーン,ヘルシーPAO,

ハイセロ2号

2)栽植密度 50株 /パネル～100株/パネル

0)培養液濃度 100ms/m～200mS/m

●)給液方法 15分給液-15分休止～45分休止

G)栽培時期別収量 春まき,夏まき,秋まき,冬まき
6)経済性評価 10a鉄骨ハウス,栽培規模720パ ネル

3 試験結果及び考察

(1)適応する品種の選定

ちょうほう菜,みそめちぢみ菜は生育の揃いがよく,卓

姿は立性で,下葉が黄化せず調整の必要がないため適応性

が高かった (図 1)。 収穫適期は本葉10枚から12枚であっ

た。それ以上の葉数では,葉が硬くなり食味が落ちた。

12)栽植密度

定植後 3週間目の生育は,パネル当たり100株 (株間 10

cm,条間 5m,10条千鳥植え)で ,他の区より生育は多少

劣るものの,パネル当たり収量は優っていた (表 1)。 葉

表 1 栽植密度と定植後 3週間目の生育

栽植 葉数  最大葉(m)  ■に  収量
供試品種

密度D(枚)たて よこ 葉柄 (:/榊 傷力■ル)

100* 8.1 8.1 7.4 11.9 13.0 1.30

注 1):1パネル (115m× 55m)当 たりの株数

表 2 培養液濃度と定植後23日 目の生育

みそめちぢみ棄

ちょうほう菜 150  130 128 109 155 700 60
200  137 133 100 159 

“

5 J
100     12 7    90   88   148   52 5   62

150  ■0 104 105 163 660 52
200  25 100 96 153 570 44

(4月 15日 定植)

50株 90 98 77 121 165 083
ちょうほう菜 65株  87  93  71  121 146 095

100株 82 98 69 123 125 堕
50～朱  8 7   9 7   7 9   12 5  18 8  094

みそめちぢみ菜  65+宋  93   92   77  138  210  137

(7月 14日 定植)
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注 1):1パネル (115co× 55m)当たりの50株定植
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0)培養液濃度
150mS/mの区で生育が最もよく,葉色も濃かった (表
2)。

14)給液方法

3週間目の生育では,15分給液-30分休止の区が最もよ

かった (表 3)。 しかし,夏まき栽培では,根の乾燥防止
のため,定植後 2週間目まで15分給液-15分休上の管理が

よいと思われる。

表3 給液方法と定植後 3週間目の生育
(7月 13日定植)

表5 栽培概要

基本プラント 剰ヒバイオニア型NFT
品    種 ちょうほう菜,みそめちぢみ菜,92-913ちぢみ菜
栽 植 密 度 1パネル (115cm× 55om)当 たり100株
培 養 液 大塚A処方による培養液を使用

EC150mS/m(水 lll 10Lに対し大塚ハウス1号
1 5kg,同 2号 1 0kg),pH60,20℃ ～30℃

給 液 方 法 昼間 (6～ 18時)は 15分給液,30分休止
夜間は2時間おきに5回 15分給波
ウレタンプロックに播種,EC50mS/mで 育苗
本葉2枚時

本葉10～ 12枚時

夏はシルバータフベル遮光 冬は気温10℃以上

表 6 経済性評価

92-913ち ぢみ菜
12作周年栽培

720パ ネツレ

10a

苗

植

穫

他

育種播

定

収

そ

15分 -16分  101  93  74  149  172  172
ちょうほう菜  15分 -30分   99  98  76  146  204  204

15分 -45分  104  88  67  146  158  158
15分 -15分  104  90  72  145 203 203

みそめちぢみ菜  15分 -30分  108  91  74  148  207  207
15分 -45分  103  92  74  139  194  194

注 1):6時～18時までの給液時間と休止時間,夜間は
2時間おきに 5回 15分給液

6)栽培時期別収量
春から秋まき栽培では,育苗期間は9日 から10日 で,定
植後21日 から26日 で収穫が可能 となり,パネル当たり25
から4 2kgの収量が得られた (表 4)。 冬まき栽培では,育
苗期間は15日で,定植後35日から42日 で収穫できた。

表4 作型と定植後 3週間目の生育及び収穫適期の収量

燎距驚喘耐ザ汁識髪需(誘鵠

‖層 作型
葉数最大葉 (m)生腫  収量 育醐間収髄諏)離饉
倣)たて よこ葉柄 Q淋)lL/パネ0(9 0)鮨 がネ

“

粗  収     量     28,368kg

緊 着 政 策  13.543,;::岡
/kg

収

単

口
回

型

模

模

規

規

型
体

作

作

全
量

価

28,368kg

費
費

費

費

費

費

費

料

働

苗料道力熱材
鵬

種

肥
水

動

光

諸

雇

経

375,322

101,100

0

262,800

396,000

315,720

1,638,900

計/1ヽ 3,089,842円
営

費

収

益

性

償
却
費

流
通
経
費

システム

施  設
659,128

1,029,915

費

料

材

数

資

手
1,008,000

1,760,616

春まき 82 98 69123 125  125  10 24～ 26
ちょう夏まき 101 93 74 149 172  172   9 21～ 23
ほう菜 秋まき 95 119 98 143 256  256   9  22～ 24
冬まき 47 46 34 34 34  034  15 35～ 38

春まき 78 88 67 107 118  118  10 2～ 26

"-913夏

まき 102 94 76 152 281  281   9 21～ 23
ちぢう菜秋まき 86Ю 796B9212 212  9 23～ 25
冬まき 47 47 32 36 22  042  15 

“

～42

春まき 81 81 74 119 130  131  10 2～ 2631～ 36
夏まき 104 90 72 145 203  203   9 21～ 23 25～30
秋まき 94 99 91 133 220  221   9 22～ 2433～ 38
冬まき 46 39 28 33 30  031  15 37～ 40 20～ 24

30～ 35

31～ 36

33～ 38

18～22 所  得  率
労 働 時 間

1)

8時 rBl当たり所得

3,642時間
11,589円昴

嚇
37～42

28～38

38～38

24～29

種

植
穫

理
除

荷

播

定

収

管

掃

出

労

働

時

間

6110h

960h
960h
122h
40h
960h

注 1)1本葉10～ 12枚になるまでの定植日からの日数

以上のことから,表 5のような栽培体系を組み立てるこ

とができ,年間12作 (春 3作 ,夏 4作,秋 3作 ,冬 2作 )

が可能で,10a当 たり収量は,26tか ら28t見込まれた。

16)経済性評価

品種に試作系統である92-913ち ぢみ菜を用いて,10a
の簡易鉄骨ハウスを利用し,労働力を 3人 (う ち雇用 1メ0
と想定した場合,所得527万円 (所得率39%),労働時間
3,642時間,8時間当たり所得は11,589円 であった(表 6)。

3642h
注 1):労働時間は雇用労働 (1人)を除いた

4 ま と め

山形県における葉菜類の養液栽培の周年栽培では,本試

験の栽培方法により,春から秋までの合計10作 は経営的に

可能であると思われるが,冬期の低温寡日照下では栽培期

間が長くなり,暖房等のコストもかかるために牛産効率が

悪く,山形県での作型設定は困難であると思われる。

合  計
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